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　目的　古くから糸をはじくことが行われてきている。　この糸をはじくことに意味がある

か疑問を感じ、前回では、はじく回数が糸の物性にどのような変化を与えるかについて検

討した。

　近年は縫糸の材質、繊維長、撚り方向などにも多様化がみられる。とくにミシン糸の上

撚り方向は手縫糸と異なっている。

　そこで、各種の縫い糸が、同一にはじくことによって、これらの構成要因とどのような

関連があるかを検討した。

　方法　綿・絹・ポリエステルの手縫い糸とミシン糸数種を用い、それぞれ、はじかない

糸、および、はじき1 il、はじき８回の糸を写真撮影し、撚り数と太さを計測した。

　結果　はじくことが糸の繊維長や撚り方向などによって、糸の太さや撚り数にどのよう

な変化がみられるか検討した結果、スパン糸よりフィラメント糸が、上撚り方向がＺ撚り

よりＳ撚りの方に効果のあることがわかった。特に絹の手縫い糸に効果が大きかった。

B 74 本縫い1 5 ン趣製7'形成き訊丿錘いe I-及15'ヽすぶシシ針のゑさと押え^ β̂

およ気
　　　　福岡教有大学窟有学僻　　　補滞素J-

　S的　　タシッ薇製ヒ閑する瀦吏の最終日棟は，継艇する布地に最き盗した睡い目i得

るだめの薩艇歌登を犬宛するこＵこあ3 ク.こ(7) 点i 念頭においz ,こ,れ孚ご

いミシン薩魅におい乙齢いB賀麦，上糸豪力．艇い系の膀粕等を考えて徒艇しり

み希鮭い§ ごの布地の厚さ等について検討してきた鴫その他にも糖製旱ELしz , $ ■>

こ･糸とミシン針の組み合,b-t，押え童犀，まり歯り高さ，εiンの回教数等齢あれこ,れ

らの孝因に一つい7 も検封寸るゆ厚があると芳えらμる．そこで今回は，$ シン針り木さ，

押三産犀 虚り歯り高ぎが形虚・れる謄い引＝rのような影響を及|で^かt梱べた。ふ"-I" I “●^ / ●″^゙/ IWI ～/ ｀!■/fVf･～r●｀＝r●-･゙ l '-●　－･･－－－･-･－　　　.

方汰と廊果　　系締リだけで哺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　・●･ｌａｊ　Jl f 喝ﾐg●‾'f●゛　　･"I･･　r･　･｢　｀'｢-ﾐy'･･　･rw　F･　　　　　　　　　　　　　｡金ﾉ王，遠り歯の高さ左を爪ぞ,れＺ段萬ずつ観定し乙, 糸/ぐ7ンス常川oo % l~追い試料£

各稚鍛糸碑につき4ホずつ作製しだ。をしZ を貳らの試料iこついZ , 黄口絢升々経u 87-

の布地の厚さ等左刺定しだ。乏の骸果，たとえ静酌上ifv張力が同じで乞さ5.シ衡芦方い方

吠雄図醵みぷヽけ,ぎく，薩いi ?ヽヽの冲地のﾉ掌3-が屠しに!とべめかn 冷。こ川ま左^え静酌±
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　-　　　　　　ﾒ／　－　　　　　ｊ　ｊ･Ｉ -。■-・『●･-¨”I●●’ｒ＝ミｌ’●･‾　　〆　･‾　　　　’･･F
痕聚力川

鋳め張力と名府It z 丿-I』It ミシン蚕膠がい方沢大きいこと左示暁しZ いる. 昶っ^ I司雇

庖の布地吋は紳め£期椅ずる場かニ･もさうン針何亦口方公静的上系資力を,jヽ１く設走

で｀き5し，iだs シン折の針鞄でヽヽの推抗ボタないからきい糸り損傷･t少な仁よ-')丈大rt

縫i I a 州写'J 爪るのV’より對ましいと＼＼うこ削こなる・ま応場冶ヽ|こよっ乙は送り歯の高才

や押えi:犀の遼川こよ,-Lt形政ざ畝列


